関係各位
平成２８年５月２３日
　　　　　　　　　　　　　　福岡県弁護士会　北九州部会　部会長　畑中　潤
高齢者障害者委員会　委員長　窪田　弥生
成年被後見人の意思決定支援に関する研修のご案内
～　民法上の成年後見制度は，障害者権利条約違反？！　～
　拝啓　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

　さて，平成２６年，日本は，障害者権利条約を批准しました。障害者権利条約第１２条によると，精神上の障害があることにより，法的能力を制限したり，他の者が代わりに決定することは，障害があることによる差別にあたるため，代理や代行ではなく，意思決定支援をすべきことを求めています。
　従って，精神上の障害（認知症を含む）がある人の行為能力を一律に制限し，成年後見人による代理権を認める等の民法上の成年後見制度は，同条約の趣旨にそぐわないとも考えられるのです。
　そこで，高齢者障害者委員会では，成年後見制度及び意思決定支援制度について理解を深めるため，日弁連から派遣され，イギリスやオーストラリアを視察された大阪弁護士会所属の久岡英樹弁護士を講師としてお招きし，ご講義頂くことに致しました。

　関係各位におかれましても，成年後見人の業務をする上で非常に有意義な講義です。是非ご参加ください。
なお，大まかな出席人数を把握するため，出席表は，平成２８年６月２４日（金）までに，北九州部会弁護士会宛て（FAX　093-582-0410）にご提出をお願い致します。　　　　　　　　　　　　　敬具
記
　【研修の概要】

日　時：　平成２８年７月８日（金）１５時～１７時
場　所：　北九州部会弁護士会館５階
　　講　師：　久岡英樹弁護士（大阪弁護士会）

テーマ：　成年被後見人に対する意思決定支援について
　
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


出席表（送信票不要）（ＦＡＸ　093-582-0410）
研修参加者　（　　　　名）　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　

